
これからの里山の保全と活用
・・・里山を健康に保つために何をすべきか・・・

マツ枯れの激化やナラ
枯れの増加に象徴され
るような、健康低下と
いうべき変化が里山に
起きています

低下した樹木の萌芽能
力などの変化に対応し
て、里山林を育ててい
く新たな施業技術が求
められています

里山を健全に保つため
には、様々な活用の仕
方で、社会全体が関
わっていくことが必要
です

2008年10月28日火曜日
京都リサーチパーク西地区４号館ルーム１
13:15～16:30（開場12:45）

独立行政法人 森林総合研究所 関西支所 主催
公開シンポジウム

プログラム　　
■　話題提供
　　　話題１．里山の健康低下
　　　　　　　　－ナラ枯れから見えてきたこと－　　　　　黒田　慶子

　　　話題２．里山林の健康を回復させるには
　　　　　　　　－新しい施業技術の提案－　　　　　　　　大住　克博

　　　話題３．里山の新たな活用と人の関わり方　　　　　　奥　　敬一

　　　　　　　　　　＜　休　憩　＞　　

■　コメント［獣害対策とエネルギー利用を組み合わせた里山の新たな利用］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野間　直彦（滋賀県立大学講師）
■　質疑と議論


